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指摘事項 

Ａ：逆流防止弁（以下「ドレンライン逆止弁」という。）に対し，周辺に位置する下位クラ

ス施設は，第１図に示すとおり循環水ポンプの吐出しエルボが挙げられ，当該設備は第９条

「溢水による損傷の防止等」の観点でSs機能維持を図る方針としている。 

一方，吐出しエルボの形状及び据付状況を考慮すると，ボルトが全周破断することは現実

的ではないが，仮に全周破断を想定した場合においても吐出しエルボの重心位置を踏まえる

と第１図に示すＸ軸方向に転倒することとなり，ドレンライン逆止弁側には転倒することは

ない。（第１図，第２図参照） 

また，仮にドレンライン逆止弁側に転倒した場合を考慮しても，第２図及び第３図に示す

とおりドレンライン逆止弁は排水桝の底面に設置された構造であり直接衝突することはない

ことから，審査において同様の整理を行っている先行実績は確認できないものの，泊３号炉

においては地震時の波及的影響はないと整理している。 

以上より，循環水ポンプについては，波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設と

して抽出しない。 
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